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１．概要（Summary ）目的・用途・実施内容 

グラフェンは、複数層の形成により様々な機能を賦与でき

ることや他の二次元材料とのヘテロ接合が可能であること

から、新しい機能材料の創製などが精力的におこなわれて

いる。また、ピレンなどやや大きなπ電子系をπ-π相互作

用により固定できることから、それらをアンカー官能基とす

ることで、グラフェン表面の機能化も報告されている。しかし、

グラフェン/金属表面に積層されたグラフェン層やピレン分

子がどのような構造や配置を取るのかについてはあまり検

討されていない。また、電位印加時の界面構造についても

知見がない。本研究では、金属表面上のグラフェン表面に、

もう１枚のグラフェンを転写した二層グラフェンや、グラフェ

ン上に官能基を有するピレン分子層を形成した化学修飾

グラフェンを構築し、その作製方法や前処理方法などを変

えながら、表面 X 線回折(SXS)により構造を精査し、さらに

は電位を変化させたときの構造変化を捉えることとした。 

２．実験（目的,方法）（Experimental） 

BL-22XU に設置されているκ型回折計に分光電気化

学セルを設置し、その試料として最表面に単層グラフ

ェン (Gr)を化学気相成長 (CVD)により形成した

Gr/Au(111)もしくは Gr/Pt(111)単結晶ディスクを電極

として固定した。二層グラフェンについては、事前に

Cu 箔上に形成した単層グラフェンを Gr/Au(111)ディ

スク表面に転写し、Gr/Gr/Au(111)を形成した。セル内

には白金対極と Ag|AgCl 参照電極を配置して 50 mM 

硫酸水溶液中で電位印加状態での結晶トランケーショ

ンロッド(CTR)計測を行った。分子修飾実験ではピレン

ブタン酸(Pyr-BA)を溶液中に導入した状態で実施した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 溶液中に 5 mM Pyr-BA が存在する状態で

Gr/Au(111)の CTR を測定すると、Gr/Gr/Au(111)に似

た形状の CTR 曲線が得られた。また、面内 XRDを測

定すると、Gr/Au(111)と同様、Au(111)表面が再構成し

た状態のままであることがわかった。ただし、電位依存

性を測定すると、再構成が若干解け、(1x1)ピークが可

逆に変化する様子が観察された。これは単層

Gr/Au(111)では観測されなかった挙動である。一方、

Gr/Pt(111)では、水素吸着領域で CTRの顕著な変化が

非常にゆっくりと観測された。これらについては

2024A期の実験で再現性を確認する。 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

 

 

 

  


